
第2部

　日焼け止めの歴史は非常に古く、紀
元前1200年代頃のエジプト（ツタンカー
メンの時代）で既に使われていたとい
う記録があります。また、当時のエジ
プトでも今の日本と同様に、「美白」が
愛されていたようです。ただし、当時
は特権階級が中心に使用する嗜好品で
した。時は戻って、現在の日本では美
白やシミの防止目的で日焼け止めが使
われるのはもちろんのこと、近年の猛
暑の影響や皮膚がんのリスク低減のた
め、外出するときには欠かせない「日

常品」になっています（図1）。私が子
供のころは（30年前ですが）、「小麦色
の肌」が女性のチャームポイントで
あった時期もありましたが…（図2）
　さて、この日焼け止め必須の習慣は
海外でも同じか、日本以上のところも
あります。例えば、オーストラリアで
は、外出時には子供に日焼け止めを塗
る義務が法律で示されています。また、
外出時の日焼け止めの標語「Slip, Slop, 
Slap, Seek, Slide（長袖を着て、日焼け
止めを塗って、帽子をかぶって、日蔭
を探して、サングラスをかけて）まで
あるほどです。さらに、日本でも販売
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くらしの中の化学製品や薬品の3Rを考える

1 欠かせない日焼け止めと抗菌剤・
防腐剤

図 1　日焼け止め・防腐剤が含まれる化粧品類

図 2　以前は健康の象徴であった日焼け

　最近の夏は真夏日どころではなく、猛暑日という言葉も頻繁に聞くようになり、と
ても日差しが強く、蒸し暑い日が多くなりました。その結果、日焼けを防ぐための日
焼け止め化粧品が数多く店頭に並んでいます。また、蒸し暑いことで細菌類が増殖し
やすいため、多くの化粧品類に防腐剤や抗菌剤が添加されるようになっています。こ
れらの成分は、使用後、思いもよらぬ場所へ行く（戻っている？）ことをご存じでしょ
うか？
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していますが、日焼け止め成分が含ま
れたUVカット洗濯洗剤も登場しまし
た。洗濯するだけで衣服を通過する紫
外線をカットする商品です。さらにさ
らに、2014年アメリカでは「飲む日焼
け止め」まで販売されています！
　また、抗菌剤に関しても国内の抗菌
ブームもあり、消費量は年々増加して
います。抗菌剤・防腐剤はカビや細菌
の繁殖を抑制します。そこで、化粧品
等の日持ちしにくい製品に添加して、
製品劣化を防ぐ目的で使用されること
もあれば、手洗い石鹸やボディーソー
プ、歯磨き粉等、まさしく衛生的に抗
菌を目的とする製品もあります。

　さて、このように日焼け止めや抗菌
剤・防腐剤は私たちの生活に欠かせな
い存在になりましたが、使用後はどこ
へ行ってどのようになっているかご存知
でしょうか？？ずばり整理すると、図3
のように整理できます。これから、この
図について詳しく説明していきます。

　日焼け止めや抗菌剤・防腐剤は、海
外では「パーソナルケアプロダクト」
と呼ばれるように、私たち一人ひとり
がさまざまな種類の成分を体に塗って
利用します。これら塗られた成分は、
一部は体に吸収されますが、大部分は

図 3　日焼け止め、抗菌剤・防腐剤の使用後からの「運命」

2 お風呂から下水道へ、河川へ…
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体に塗られたまま一日が終わります。
そして、これらが体から離れる時が入
浴です。したがって、湯船の水や体を
洗ったシャワーの水には、高濃度の日
焼け止めや抗菌剤・防腐剤が含まれて
います。さらに、シャンプーやリンス、
石鹸等には、抗菌剤・防腐剤が含まれ
ていますので、入浴時に大量に使用さ
れます。これらの排水はどこへ行くの
でしょうか？一般的には、下水道を
通って下水処理場に流れ、そこで除去
されて河川へ放流されます。下水道が
普及していない地域では、各家庭や地
域の浄化槽に入り、そこで除去され河
川へ流れ込みます。「除去されるのだか
ら、安心安心。」と思われていましたが、
約20年前に海外で、実は現在の下水処
理工程では十分除去されておらず、河
川や湖の水に残っていることが明らか
となり、問題となりました。そこで私
達も日本国内の河川水1,2）を分析したと
ころ、さまざまな日焼け止めや抗菌剤・
防腐剤が含まれていることが確かめら
れました。日焼け止めでは、現在国内
で最も使用されているオクチルメトキ
シシンナメート（OMCまたはEHMC）、
オキシベンゾン（BP-3）等が多くの
河川で検出され、抗菌剤・防腐剤では
パラベン類やトリクロサン、イソプロ
ピルメチルフェノール（IPMP）等が
検出されました。パラベン類は以前は
ほとんどの化粧品に含まれていました
が、最近、パラベンは環境やヒトの肌
に与える影響が小さくないという認識
のもとで、使用されなくなってきてい
ます。トリクロサンは抗菌剤の中では

最も使用されている物質の一つで、歯
磨き粉や手洗い石鹸など多種多様な製
品に使用されています。IPMPはトリ
クロサンの代替物質として急激に使用
量が増えている抗菌剤です。これらの
物質は化粧品の背中の成分表示を見れ
ば、簡単に見つかる、ありふれた物質
です。ただし、これらの日焼け止め物
質や抗菌剤・防腐剤は河川水中に溶け
ているといっても、舐めてわかるレベル
ではなく、濃度が高い物質でもng/Lレ
ベル（ナノグラム／リットル：だいたい、
小学校のプール一杯の水に耳かき一杯を
溶かしたときの濃度）です。

　「河川水中に日焼け止めや抗菌剤・防
腐剤が溶けているといっても低濃度だ
から・・・」と安心するのも実は注意
が必要かもしれません。その理由は大
きく分けて二つあります。ただし、自
然環境に与える日焼け止めや抗菌剤・
防腐剤の影響は未だ調査段階であり、
不明な点が多いことを注意しください。
　一つ目の理由は河川水が水道原水と
して利用されている点です。いくつか
の日本の都市の水道原水は、上流に大
きな都市のある河川の中流域、もしく
は下流域から取水しています。そのた
め、浄水処理によっては水道水中に河
川水中の日焼け止めや抗菌剤・防腐剤
が十分除去されず、飲用してしまうこ
とになるわけです。日本では調査が不
十分なため、飲料水中にどの程度含ま
れているか不明です。しかし、都市で
使われた水を再利用している海外の都

3 河川から飲み水へ、水中の生き物へ…
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市、例えば、オーストラリアやスペイ
ンでは一部の日焼け止めが水道水中か
ら検出されています3）。
　二つ目の理由は河川に生息する生物
たちへの影響です。海外の報告では、
水中に生息する魚類や藻類等、さまざ
まな水生生物の筋肉や肝臓から、日焼
け止めが検出されたそうです。私もい
くつかの河川から魚や藻類、貝類等さ
まざまな生物を捕まえて分析したとこ
ろ、いくつかの日焼け止め成分が検出
されました。このような現象を「生物
残留性」といいます。現時点では、日
焼け止めが生物体内に残留することで
著しく悪影響を及ぼすという報告はさ
れていませんので、過度な注意は必要
ないと思われます。しかし、生物残留
性は化学物質の製造や使用に関しては
要注意特性に該当しますので、今後、
より詳細な調査研究が必要だと考えら
れています。一方、抗菌剤・防腐剤では、
トリクロサンが現時点で水生生物へ
の影響の観点から大きな問題になって
います。トリクロサンは歯磨き粉、液
体洗剤、おもちゃ等に使用され、抗菌
剤・防腐剤の中でも最も使用量、使用
用途が幅広い物質の一つです。そのた
め、世界のみならず、日本国内の河川
水でも比較的高濃度で溶けています。
そのため、河川によっては水生生物に
悪影響を及ぼすレベルに達している報
告があります。このような背景もあっ
て、世界に先駆け、2014年にアメリカ
のミネソタ州ではトリクロサンが含ま
れる石鹸等の使用を禁止する規制を可
決したそうです。また、先述したとお

り、トリクロサンに代わる新しい抗菌
剤、IPMPが登場し、使用量が増えつ
つあります。

　河川水中に日焼け止めや抗菌剤・防
腐剤が溶けていることに驚かれている
かもしれませんが、それよりも数百倍
以上濃度が高く溶けている場所があり
ます。それはプールです（図4）。この
話題は10年程前にヨーロッパを皮切り
に問題になりました。屋内プールはも
ちろんのこと、屋外プールでは抗菌剤・
防腐剤が含まれた日焼け止めを塗って、
水泳を楽しみます。人によってはお化
粧をしているかもしれません。そのた
め、遊泳中に溶け出したこれら成分が
高濃度で溶けていることが研究で明ら
かになりました。さらに、プールの水
は循環処理をして、同じ水を何度も繰
り返し使用しています。そのため、日
焼け止めや抗菌剤・防腐剤が十分除去

図 4　夏に欠かせないレクリエーションである
プール

4 プールからヒトへ…
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されずに何度もプール水として利用さ
れるため、高濃度になりやすいのです。
ドイツのプールでは5種類の日焼け止め
が高濃度で検出されており、その濃度
は合計で40μg/Lでした4）（μg：マイク
ログラム。ナノグラムの千倍を意味す
る。ナノグラムは1グラムの10億分の1）。
これは、私達が調査した日本の家庭排
水中の日焼け止め濃度と同じか、場合
によっては100倍程度高い濃度に相当し
ます。さらに、ドイツでは、赤ちゃん
用プールで大人用プールの10倍高かっ
たことが報告されています。これは驚
くべき濃度です。そのため、現在、プー
ル水中のこれらの成分の影響について
研究が進んでいます。残念ながら、日
本のプール水中の濃度に関する研究は
進んでいないのが現状です。現時点で
は、日焼け止めや抗菌剤・防腐剤自体
よりも、消毒としてプールに添加して
いる塩素と日焼け止め、抗菌剤・防腐
剤との塩素反応物（消毒副生成物とい
う）のほうが、人に対する毒性が強く、
消毒副生成物濃度の高いプールで長期
間泳いできた子供は、ぜんそく発症や
感染発症、大人では膀胱癌発症のリス

クが高いことが報告されています。こ
れらの最新の研究からも、プール水中
の消毒副生成物の基となる日焼け止め
や抗菌剤・防腐剤の使い方や処理方法
の重要性が注目されています。

　実は、プールと同様に日焼け止め成
分の濃度の高い水のある場所があり
ます。それは、ビーチです（図5）。現
在、グレートバリアリーフなど世界各
地のサンゴ礁域で、サンゴの白化が問
題になっています。この原因は主に海
水の温度上昇や土砂の流出等と報告さ
れています。しかし、近年、日焼け止
めにもサンゴを白化させる毒性がある
ことが発見されました。そこで、世界
のさまざまなビーチで日焼け止めや抗
菌剤・防腐剤の調査が開始されていま
す。私たちも沖縄のビーチで調査を行
いました。沖縄のビーチは比較的遠浅
で遊泳する場所は波も小さいという特
徴があります。さらに、少し沖に行く
とサンゴ礁があるため、観光地として
とても有名です。しかし、その反面、
遊泳者から溶け出した日焼け止めや抗
菌剤・防腐剤がサンゴ礁まで届いてし
まうのではないかという心配もありま
した。私たちの調査の結果5）、やはり、
遊泳者の多いビーチの水中には家庭排
水や下水と同じ濃度レベルの日焼け止
め成分が溶けていることがわかりまし
た。さらに、少々沖にあるサンゴ礁水
域でも、低濃度の日焼け止めが溶けて
いました。つまり、ビーチで遊泳者か
ら溶け出した日焼け止め成分が、サン

5 ビーチからサンゴ礁生態系へ…

図 5　夏のビーチ
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6 日焼け止め、抗菌剤・防腐剤と
仲良く付き合うために

ゴ礁まで届いていたわけです。濃度が
低いため、果たして日焼け止め成分が
サンゴの白化の主要な原因とは考えら
れませんが、貴重な自然資源であるサ
ンゴ礁を鑑賞に来ることが、サンゴ礁
に悪影響を及ぼしているのであれば、
とても皮肉なことです。

　日焼け止めは、私たちを紫外線から
守り、皮膚癌のリスクを低減してくれ
る欠かせない化学物質です。抗菌剤・
防腐剤も病原菌や雑菌等の繁殖を防ぐ
など、快適で健康な生活を送るために
必要不可欠な化学物質です。これらの
化学物質は年々、私たちがより使い勝
手のよいように、私たちにとってより
効果があるように、新しい化学物質が
開発され、代替されています。しかし、
一方でこれらの化学物質には、使用
後、私たちや身の回りの環境や生態系
を脅かすリスクがあることが明らかに

なってきました。だからといって、「リ
スクがあるから使用しない」というの
はあまりにも短絡的だと思います。大
切なことは、これらの化学物質の使用、
廃棄、環境中での働きをしっかり「調
査」し、現状を「科学的に理解する」
ことでしょう。現状を正確に理解せず、
主観的に曇りガラスを通して事実を語
ることは、非常に危険なことです。日
本には「水に流す」という慣用句があ
りますが、現状を「見ずに流す」、リ
スクのある物質を文字どおり「水（川
や海）に流す」、都合の悪い結果を「水
に流す」ことをすれば、必ず私たちに、
あるいは次の世代に解決困難な問題が
フィードバックするでしょう。これを
防ぐためにも、現状を客観的に整理し
たうえで、生態系を含めた私たちに
とって「やさしい」日焼け止め、抗菌剤・
防腐剤の開発やそれらの廃棄、処理方
法を検討し、少しずつ、しかし、確実
に問題を解決していくべきではないで
しょうか？
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